
博士課程等若手研究者の人材育成のための教育活動

平成15年 度に採択 された21世 紀COEプ ログ

ラム 「クロマグロ等の魚類養殖産業支援型研究拠

点」が人材育成を目的として謳っているのは 「養

殖産業の全体像を理解 した即戦力型の研究者の創

出」と 「水産養殖分野で国際的に活躍する人材の

輩出」である。水産養殖分野で活躍できる大学院

博士課程等若手研究者を育成するために本COE

プログラムが近畿大学の協力を得て展開 した教育

事業は大きく次の10項 目にわたる:1)近 畿大

学大学院農学研究科COE学 費免除 ・減免制度,

2)近 畿大学大学院農学研究科COE奨 学金制度,

3)COE研 究補佐(RA)制 度,4)COE博 士

研究員(PD)制 度,5)COE若 手研究者研究費

助成制度,6)COE研 究発表支援制度,7)海

外の研究者による英語での特別講義,8)マ レー

シア連邦国立サバ大学(学 術協定校)で の若手研

究者による国際シンポジウム,9)若 手研究者に

よる学内セ ミナー,10)複 数の指導教員による博

士課程学生の指導体制の確立,11)若 手研究者研

究支援システム整備制度。以下,各 項 目について

概略を報告する。

近畿大学の若手研究者への経済的支援制度

大学院博士課程の学生が研究活動に専念する環

境整備を目的として,近 畿大学の全面的な協力の

もとに整備されたのが,1)近 畿大学大学院農学

研究科COE学 費免除 ・減免制度と,2)近 畿大

学大学院農学研究科COE奨 学金制度である。

1)近 畿大学大学院農学研究科COE学 費免

除 ・減免制度:本 学大学院博士前期課程(MC)・

後期課程(DC)の 学生のうち成績優秀者に対し

て,DC(社 会人DCを 含む)で は10名 の学費を

全額免除し,MCで は25名 に対 して学費半額免

除を行っている。総額にして年間約25,000千 円

の支援になる。この制度の影響で本COEプ ログ

ラムがカバーする学問領域での勉学を希望する大

学院進学希望者が内部進学希望者のみならず外部

か らも大幅に増加 した。博士前期課程の大学院生

については,博 士後期課程等若手研究者を対象と

する本COEプ ログラムに繋がる予備軍 として重

視 してお り,大学 として全面的に支援をしている。

平成16・17年 度の大学院入試では入試成績 と学

部専門課程での成績及び面接試問により候補者を

選抜 したが,平 成18年 度以降の大学院進学希望

者については,専 門分野の成績に加えて,英 語能

力のglobalstandardと いえるTOEICの 試験結

果(各 自の今までの最高得点)の提出を義務付け,

選考資料 とする。これは国際的に活躍できる人材

育成を考えた場合,英 語能力は必要不可欠であり,

これを契機に大学院生が英語能力の研鐙に励むこ

とを期待 した措置である。選考方法は指導教員(本

COE事 業推進担当者)の 推薦をもとにCOE推 進

委員会(委 員長:拠 点 リーダー)で 審議 ・選考後,

本学大学院農学研究科長の推薦により,本 学学長

が決定 した。

2)近 畿大学大学院農学研究科COE奨 学金制

度:博+後 期課程入学者 ・在籍者を対象に月額

100千 円を5名 以内に支給する制度であ り,対 象

者の選抜方法などは1)近 畿大学大学院農学研究

科COE学 費免除 ・減免制度に準 じて行っている。

COE研 究補佐(RA)制 度(採 用数5名)

本COEプ ログラムでは,若 手研究者の育成 と

研究推進のために,事 業推進担当者である教員の

指導の ドで…定の時間数の勤務が可能なDCを 対

象 として,5名 のRAを 雇用 した。採用された大

学院生は事業推進担当者である教員と研究を推進

するとともに,学 部学生の演習や実験指導の補佐

も行 うことで,後 進の教育や指導 とい う経験も積

んだ。採用は事業推進担当者の推薦を受けたDC

について,本COEプ ログラムの推進委員会が審

議を行い決定 した。支給額は一人当たり月額141

千円である。社会人DCや 日本学術振興会特別研

究員に採用 された大学院生については採用対象者
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としなかった。

COE博 士研究員(PD)制 度(採 用数20名)

博士号取得者または取得見込みの若手研究者

(原則 として採用初年度の4.月1日 現在で35歳

未満のもの)で,本COEプ ログラムがカバーす

る学問分野での研究活動を希望するものを,今 ま

での専攻分野を問わず広く公募 した。給与は日本

学術振興会のPDに 準 じて設定 し,月 額380千 円

を支給した。平成15・16年 度に合計20名 を採用

した。20名 の採用枠に対 して,農 学のみならず理

学,社 会科学,医 学など様々な分野か ら合計43

名の応募者があったG海外からの応募者は8名)。

選考に際 しては,応 募者が今までに出版 した論文

の質 と数(質 は学術雑誌 のインパクトファクター

や筆頭著者か否か,国 際誌か否か等を考慮),応 募

者が希望する研究テーマが本COEの 推進する学

問領域と合致するか,さ らに本COEが 必要 とす

る研究分野のうち,事 業推進担当者(教 員)の み

では研究の飛躍的推進が難 しい分野へのPDの 補

強,と い う観点を重視した。その結果,水 産学分

野のみな らず医学分野,理 学分野,経 済学分野な

どから優秀で多彩な人材を採用す ることができた。

外国人のPDと しては ドイツ,韓 国,バ ングラデ

ィッシュ出身者を採用 した。PDに は研究のみな

らず,学 部生や大学院生などの後進の研究指導に

も携わってもらい,将 来,指 導者とい う立場に立

った ときを想定 した教育活動も行ってもらった。

PDの 学問的競争力を高めるために,採用10ヶ 月

後に研究成果報告書 とその分野を担当する教員の

PD成 果評価書を提出してもらい,推進委員会(委

員長:拠 点 リーダー)に おいて成果の評価を行っ

た。20名 のPDの 内,2年 目の継続雇用を希望し

たのは18名 であ り,最終的に17名 を再雇用 した。

本COEプ ログラムが平成15年 度後期から始まっ

たため,PDの 採用時期にずれがあり,横 一線で

の業績評価が困難であったので,2年 目の継続雇

用(平 成17年 度)が 決定したPD17名 について

は,平 成17年8月 に全員に同じ条件で研究成果

のプレゼンテーションを行ってもらい,事 業推進

担当者全員で評価をすることとした。これは,若

手研究者の評価をよ り公正に行い,PD採 用にお

ける競争原理をさらに徹底するためである。この

際に最も重視するのは,本COEプ ログラムのPD

として行った研究により出版 した論文の質 と数で

ある。なお,平 成15・16年 度に採用 したPDの

内1名 は ドイツのロス トック大学の新規プロジェ

クトの主任研究員 として就職 し,一人は北大COE

の博士研究員として転出することになり,若 手研

究者の流動性 も高い。

COE若 手研究者研究費助成制度

大学院博士後期課等若手研究者の自発的な研究

活動を支援することを目的 として本COEプ ログ

ラム内公募により,若 手研究者に研究費の支援を

行った。平成15年 度は応募総数11課 題に対 して

3課 題に各750千 円を支給 し,平 成16年 度は応

募総数23課 題から,4課 題に各1,000千 円,7

課題に各500千 円の助成を行った。選考方法は若

手教員を中心にした若手研究者研究費助成委員会

が申請課題の独創 性 ・実現可能性 ・本COEプ ロ

グラムとの整合性などから点数化 ・順位付けし(一

次審査),一 次審査の結果を受けて本COE推 進委

員会でさらに審議 し,上 位の課題から助成対象 と

した。書類審査で順位に優劣が付け難い場合は推

進委員会がヒア リングを実施 して最終的に判断し

た。この制度により大学院博士課程等若手研究者

の独自性が高まり,事 業推進担当者だけでは考え

っかなかった新規な研究も進められるようになっ

た。

COE研 究発表支援制度

本COEプ ログラムでは大学院博士課程等若手研

究者の国内外で開催 される学会(特 に国際学会)

での研究発表を奨励する目的で出張旅費を支給 し

た。国際学会の場合,平 成15年 度は8名(DC3

名,PD5名,支 給総額1,653千 円),平 成16年

度は10名(DC6名,PD4名,支 給総額2,536

千円)が 英語による学会発表を行った。DC及 び

PDに よる国内での学会発表は,平 成15・16年 度
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でのべ58名 が行った(支 給総額1,949千 円)。

また,単 に若手研究者の海外での研究発表を促す

だけではなく,本COE研 究と関わりの深い海外

の研究拠点に1ヶ 月程度の短期研究留学を実施す

ることを計画 し,平成17年5月 か ら1ヶ 月間DC1

名 とPD1名 がマレーシア連邦国立サバ大学ボル

ネオ海洋研究所へ行 くことが決まっている。1ヶ

月だけの滞在では十分な研究が行えるとはいえな

いので,1年 間でのべ3ヶ 月ほどの滞在を予定 し

ている。この短期留学の計画は次に述べる平成

15・16年 度の3月 に行ってきた,マ レーシア連

邦国立サバ大学との若手研究者の共同シンポジウ

ムを土台にして練 られた計画に基づいたものであ

り,DCやPD自 身が実際に現地に赴いて,立 案

した国際共同研究でもある。

マレーシア連邦国立サバ大学(学 術協定校)で

の若手研究者による国際シンポジウム

平成15・16年 度末(3月)に 若手研究者の英

語での学術交流を目的として,マ レーシア連邦国

立サバ大学ボルネオ海洋研究所において国際シン

ポジウムを開催した。平成15年 度は本COEプ ロ

グラムからDC3名,PD3名,教 員1名,サ バ大

学から若手講師や大学院生5名 の若手研究者が研

究発表を行った。平成16年 度は本COEプ ログラ

ムからDC5名(内 社会人DC2名),PD1名,教

員1名,サ バ大学から若手研究者を中心に16名

の研究発表があった。本シンポジウムでは,単 に

海外で研究発表を行 うとい うだけではなく,日 本

人若手研究者の英語能力を酒養すること,異 文化

交流を可能にすることを大きな目的にしている。

口頭発表では情 け容赦のない英語での質問が浴び

せかけられ,た じた じとする日本の若手研究者 も

居たが,こ れをバネにして更なる飛躍を誓ってく

れるものと期待 している。また,平 成16年 度は

口頭発表だけではなく,日 本の若手研究者が口頭

発表と同じ研究内容のポスター発表も行い,さ ら

に突っ込んだ討議を行った。これは双方の若手研

究者にとって非常に良い経験になったようである。

DCに よるサバ大シンポジウムでの発表風景

平成17年 度には 日本か らDC1名 とPD1名 が

サバ大にそれぞれのべ3ヶ 月ほど滞在し,国 際共

同研究を行 う。最初の出発は平成17年5月 であ

る。これは,前 項でも述べたが,サ バ大での若手

の国際シンポジウムを契機 として,サ バ大学養殖

コースの大学院生や教員 と本COEプ ログラムの

DCやPDが 直接討議を行い,そ の過程で双方が

抱える魚類養殖における共通の問題点を抽出し,

共同研究のテーマにまで昇華 させたことによる。

本COEプ ログラムは 「アジア ・太平洋地域への

魚類養殖に関する人材 と情報の発信基地」を目指

してお り,特 にDCに はサバ大学を中心とした海

外への短期留学を半ば義務付けている。ただ,闇

雲に海外へ派遣するのでは大きな実 りは期待でき

ない。本COEプ ログラムでは,こ の若手国際シ

ンポジウムを通して,海 外の研究拠点の若手研究

者 と日本の若手研究者が直接話 し合い,実 施可能

な共同研究計画を立案できた場合にそれを支援し,

海外派遣するようにした。平成17年 度の場合は

薬剤を使用 しない環境保全型種苗生産技術の開発

と,ナ ミフエダイの種苗量産,と い う2つ の研究

テーマに共同で取 り組むことになった。この2つ

は本COEプ ログラムのグループ横断型研究の一

環 として推進することにな り,今 後さらに多くの

DCやPDが 関わってくる予定である。

本学は本COEを 契機 としてマレーシア連邦国

立サバ大学 と学術交流協定を結んだ。サバ大学ボ

ルネオ海洋研究所は海洋科学のみならず,魚 類養

殖にカを入れている。数年前から毎年3月 にはサ
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バ大学の養殖学コースを修了した卒業生を3ヶ 月

間,本 学水産研究所に受け入れて魚類養殖の研修

を行っている。これは双方向性の学術交流が強力

に推進 されている証左である。

海外の研究者による英語での大学院特別講義

夏期に水産学及び関連分野で活躍する'海外の研

究者(2名)を 招聰 し,英 語での集中講義を実施

した。DC,MC及 びPDと 希望する学部学生を対

象 として行ったが,博 士課程在籍者には特別講義

1と いう大学院講義科 目として2単 位を認定 した。

平成16年 度はマレーシア連邦国立サバ大学から

招聰 した2名 の教授が,そ れぞれ 「ボルネオ海域

における海洋生物の多様性 とその保護」と 「東南

アジアにおける魚類養殖の現状」について英語で

の講義を行った。43名 の若手研究者が受講 し,英

語での質疑応答も活発に行われ,受 講者の評判も

上々であった。この海外の研究者による英語での

特別講義は平成17年 度以降も引き続き実施する。

若手研究者による学内セミナー

水産研究所及び奈良キャンパスそれぞれにおい

て2週 間に1回 の頻度で,DC及 びPDが 各 自の

研究テーマの進捗状況及び関連する分野の最新情

報を紹介 した。本COEプ ログラムは魚類養殖産

業支援型研究拠点を目指 しているが,魚 類養殖産

業を支える学問分野は魚類養殖学,魚 類生理学,

遺伝学,水 域環境学,食 品原料学,飼 料学,流 通

学など極めて多岐にわたる。水産養殖に関わる幅

広い知識を持った若手研究者の育成を目的とする

本COEプ ログラムでは,他 の研究分野を理解す

るのは重要であり,本 学内セミナーが相互理解に

有効に機能 した。また,日 本語を母国語としない

PDも いるので,学 内セ ミナーでも英語での発表

を奨励 し,こ れも英語力の鍛錬に一役買った。

若手研究者研究支援システム整備制度

情報処理端末であるパ ソコンをDCとPD-一 人

に一台、合計36台(総 額7,447千 円)支 給した

のを初めとして,平 成15年 度に若手研究者のた

めに情報関連機器を総額9,176千 円かけて整備

した。

DCに 対す る複数教員による指導体制の確立

本COEプ ログラムでは複数の教員によるDC

の指導体制を心がけている。本COEプ ログラム

は 「種苗生産 ・養殖」「環境保全 ・資源動態」「飼

料 ・食品安全 ・加工」「流通 ・経済」といった4

つの研究グループから構成されているが,こ れら

がカバーする学問分野はすべて養殖産業を支援す

る。DCの 研究テーマの設定に際 してはグループ

横断プロジェク トを活用 したプログラム横断性を

重視 した。例えば,平 成16年 度に博士後期課程

に入学した大学院生の場合,水 産養殖のための環

境保全が主な研究テーマであり,環 境保全 ・資源

動態グループ(主 指導教員,奈 良キャンパス)で

研究を行っているが,種 苗生産 ・養殖現場での調

査 ・研究は種苗生産 ・養殖グループ(和 歌山県白

浜町)の副指導教員①の指導のもとに行っている。

さらに,こ の大学院生はマレーシア連邦国立サバ

大学ボルネオ海洋研究所にのべ数ヶ月間滞在 し,

サバ大での若手国際シンポジウムで本人が計画立

案 した共同研究(環境保全型種苗生産技術の開発)

を副指導教員②(サ バ大学教授,近 畿大学客員教

授)の 指導で行 う。持続的な養殖を可能にする環

境保全策を提案するのが最終的な研究日的である

ため,給 餌が飼育環境へ及ぼす影響や養殖魚の安

全性を検討するのは言うまでもなく,環 境保全策

を講 じることにより生じる養殖魚の価格設定への

影響など経済的な波及効果についても考察が必要

になる。従って,大 学院生は研究を進めてい くプ

ロセスにおいて最終的にすべての研究グループの

指導を受けることになる。この教育システムは生

産現場を常に意識 して実学に徹 してきた本学水産

研究所と養殖に関わる基礎学問を担ってきた本学

大学院農学研究科,さ らに海外の学術協定大学 と

の密接な連携により可能 となっている。

養殖産業全体を掌握できる広い知識 と視野を持

った即戦力型の若手研究者の創出は現行の教育シ

ステムを推進すれば可能である。(文責:江 口充)

一238一




